
縮
小
均
衡
基
調
を
た
ど
る 

地
銀
の
外
為
業
務

　

地
銀
は
バ
ブ
ル
期
の
海
外
拡
張
か

ら
一
転
し
て
国
内
回
帰
を
進
め
た
当

時
、
職
員
の
パ
ー
ト
化
や
外
部
委
託

の
活
用
な
ど
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削

減
策
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
な
か
で
、

外
為
業
務
に
つ
い
て
も
看
板
こ
そ
下

ろ
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
伝
統
的
な

業
務
に
特
化
し
て
新
サ
ー
ビ
ス
等
の

リ
ス
ク
を
と
ら
な
い
縮
小
均
衡
基
調

に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
間
、
外
為
部
門
を
担
っ
て
き

た
貴
重
な
人
材
は
配
置
転
換
さ
れ
、

人
材
育
成
も
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
行
内
で
の
発
言
力
も

低
下
し
、
先
行
投
資
を
伴
う
業
務
電

子
化
に
よ
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
効
率
化
案
件
の
採
用
が
見
送
ら
れ

る
傾
向
も
強
か
っ
た
。
こ
う
し
た
流

れ
は
、
地
銀
全
体
の
傾
向
で
は
あ
る

が
、
な
か
で
も
中
・
小
規
模
の
地
銀

で
は
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
が
散
逸
し
か
ね

な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
レ
ベ
ル
ま
で
外
部

委
託
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
比
較
的
体
力
の
あ
る
上
位
地

銀
で
は
引
き
続
き
内
製
化
を
維
持
し

て
今
後
の
業
務
再
拡
大
に
備
え
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
銀
業
界
の
二

極
分
化
が
進
ん
で
い
る
（
図
表
１
）。

　

地
銀
の
外
為
業
務
が
縮
小
均
衡
基

調
に
入
っ
た
こ
と
で
、
都
市
銀
行
と

の
業
務
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
差
が
拡
大
し

て
い
る
。
図
表
２
は
、
２
０
１
３
年

３
月
末
時
点
の
経
常
収
益
に
占
め
る

代
表
的
な
収
益
科
目
（
貸
出
金
利
息

・
受
入
為
替
手
数
料
・
外
国
為
替
売

買
益
）
の
割
合
を
比
較
し
た
も
の
で
、

貸
出
金
・
内
国
決
済
・
外
為
の
な
か

で
は
外
為
部
門
に
つ
い
て
著
し
い
差

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
都

銀
の
経
常
収
益
全
体
に
占
め
る
外
為

売
買
益
の
割
合
が
３
・
６
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
地
銀
64
行
の
平
均
は
わ

ず
か
０
・
６
％
で
あ
る
。
メ
ガ
バ
ン

ク
と
そ
れ
以
外
の
銀
行
の
格
差
も
激

し
く
、
地
銀
最
大
規
模
の
福
岡
銀
行

の
売
買
益
額
は
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
の
50
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
（
図
表

３
）。
ま
た
、
メ
ガ
バ
ン
ク
に
次
ぐ

り
そ
な
グ
ル
ー
プ
と
地
銀
の
上
位
５

行
を
合
計
し
て
も
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク

日
本
と
ア
ジ
ア
の
一
体
化
に
よ
っ
て
日
系
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
達
し
て
い
る
。

地
銀
は
そ
れ
に
応
え
る
か
た
ち
で
駐
在
員
事
務
所
等
海
外
拠
点
の
再
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
支

え
る
外
為
業
務
は
縮
小
均
衡
状
態
か
ら
脱
し
て
お
ら
ず
、顧
客
の
進
化
に
対
し
て
後
手
に
回
っ
て
い
る
。今

後
の
収
益
性
悪
化
や
規
制
対
応
コ
ス
ト
の
上
ぶ
れ
等
に
よ
っ
て
は
、
日
系
企
業
支
援
の
強
化
が
危
ぶ
ま
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
地
銀
は
中
期
的
な
観
点
か
ら
外
為
業
務
の
見
直
し
を
図
り
、
前
向
き
な
投
資
に
向
け

た
余
力
を
捻
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部

　

パ
ー
ト
ナ
ー　

山
上　

聰

は
中
期
的
観
点
か
ら

外
為
業
務
の
見
直
し
を

「
バ
ン
カ
ー
ズ
・
バ
ン
ク
」の

　

設
立
・
活
用
も
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ

地
銀
は
中
期
的
観
点
か
ら

　
　

外
為
業
務
の
見
直
し
を
図
れ
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平
均
の
４
分
の
１

程
度
に
と
ど
ま
り
、

外
為
業
務
が
メ
ガ

バ
ン
ク
の
寡
占
市

場
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
（
注
）。

外
為
業
務
の
存
立 

を
揺
る
が
す 

三
つ
の
課
題

　

地
銀
は
縮
小
均

衡
状
態
を
維
持
す

る
こ
と
で
外
為
業

務
の
看
板
を
下
ろ

さ
ず
に
き
た
が
、

足
も
と
で
は
今
後

の
外
為
業
務
の
存

立
さ
え
揺
る
が
し

か
ね
な
い
「
三
つ

の
新
し
い
課
題
」

が
発
生
し
て
い
る
。

1
メ
ガ
バ
ン
ク
へ

の
取
引
シ
フ
ト
、

Ｌ
／
Ｃ
か
ら
送
金

へ
の
移
行
に
よ
る

収
益
低
下

　

図
表
４
は
、
顧
客
の
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
が
本
格
化
し
、
商
取
引
が
反
復
的

と
な
っ
た
こ
と
で
Ｌ
／
Ｃ
（L

etter 

of C
redit

：
信
用
状
）
取
引
が
送

金
に
シ
フ
ト
し
た
結
果
、
地
銀
の
外

為
取
扱
高
の
伸
び
悩
み
や
対
都
銀
比

で
の
収
益
性
が
ア
ン
ダ
ー
パ
フ
ォ
ー

ム
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
と
し
て
、
現
地
企
業
と
の

反
復
的
な
取
引
の
拡
大
、
も
し
く
は

現
地
子
会
社
設
立
に
よ
る
外
為
取
引

の
円
建
て
化
や
親
子
取
引
に
シ
フ
ト

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
益
の
高
い

Ｌ
／
Ｃ
の
地
銀
へ
の
持
ち
込
み
が
減

少
し
、
送
金
に
振
り
替
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
都
銀
で
は
外
為
取
扱
高
と

Ｌ
／
Ｃ
取
扱
高
の
両
方
が
伸
び
て
お

り
、
海
外
拠
点
の
増
加
に
よ
る
営
業

力
強
化
に
よ
っ
て
Ｌ
／
Ｃ
か
ら
送
金

へ
の
シ
フ
ト
の
ト
レ
ン
ド
を
上
回
る

新
た
な
顧
客
の
獲
得
が
達
成
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

点
、
地
銀
が
海
外
戦
略
に
お
い
て
さ

ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
組
み
を
行

う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

地銀における外為業務の見直し

〔図表１〕 地銀業界の外為業務「分布図」

外
為
取
扱
高
　
年
間
平
均
成
長
率

■海外取引に関する地域性の類型（各地銀の国際業務への取組みに影響を与える外部環境の分類）
◆ ：都市型リーダー（法人・個人ともに海外取引が多い地域｡例：東京、神奈川、愛知、兵庫等）
下線：地方都市型チャレンジャー（独自の産業が発展し、貿易取引が多い地域｡例：富山、愛媛、群馬等）

外為取扱高の規模

▲平均値6,015M$ 大小

（すでに効率的な体制が構築されているが、一層のコスト削減余地を模索しているグループ）

　青森

　栃木
　きらやか

◆但馬
　西京
　仙台
　肥後

　宮崎太陽

　山形
　鹿児島
　富山
◆京葉

　阿波
　百五

　豊和

◆中京
◆千葉興業
　親和
　南都

　熊本ファミリー
　筑波

　十六

　常陽
　大垣共立
　滋賀
　北海道

◆愛知
　岩手

　西日本シティ

　東邦
　三重
　筑邦
　七十七

　福井
　紀陽

◆武蔵野

　徳島
◆東京スター
◆池田泉州
　秋田

◆東京都民
　山口

　沖縄

　京都
◆千葉

　北陸
　琉球

◆横浜

◆静岡
　広島
　山陰合同
　福岡

　八十二
　伊予

◆八千代 　香川 　第三 　北越 ◆みなと 　　四国
　高知
　荘内

　佐賀 　北國 　大分 　宮崎 　　北都
　愛媛 ◆スルガ
　百十四 　中国

　福邦 ◆清水 　富山第一 　東和

　北日本 　鳥取 ◆名古屋 　群馬

◆神奈川 　福島 　大東 　岐阜
　みちのく 　大光 　トマト ◆関西アーバン
　長野 　南日本 　福岡中央 ◆東日本

　沖縄海邦 　十八 　山梨中央 　第四

　島根
　東北

営業強化グループ
（新規営業に注力するため、バックオフィス業務の効率化ニーズがあると推測される
グループ）

推進見極めグループ
（業務推進を見極めるなかで、共同化やBPOの検討可能性があるグループ）

積極推進グループ

事業安定グループ

平
均
値
５
・
０
％
▶

高

低

０
％
▶

（既存の安定的な取引を維
持しながら、効率化によ
るコスト削減を図ってい
ると推測されるグループ）

（既存の安定的な取引を維
持しながら、効率化によ
るコスト削減を図ってい
ると推測されるグループ）

（法人・個人ともに海外取引が少ない地域｡例：島根、高知、佐賀等）斜字：地方型フォロワー
（注）　⒈　外為取扱高実績が“０”もしくは、非公表の銀行は対象外としている。
　　　⒉　外為取扱高は、仕向為替（売渡為替・買入為替）と被仕向為替（支払為替・取立為替）の取扱高の合計。
　　　⒊ 　外為取扱高の年間平均成長率は、08年3月期～ 12年3月期の期間における数値。外為取扱高の規模は、12年3月時点

の数値。
（出所）　各行ディスクロージャー資料
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い
よ
う
。

2
マ
ネ
ロ
ン
／
テ
ロ
資
金
対
策
の
強

化
に
よ
る
追
加
コ
ス
ト
の
発
生

　

事
実
上
の
拘
束
力
を
も
つ
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
勧
告
を
含
め
国
際
的
に
求
め
ら
れ

る
基
準
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
な

か
、
金
融
庁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本

方
針
で
は
経
営
陣
の
認
識
に
つ
い
て

重
点
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
た
ん
な
る
法

令
遵
守
の
観
点
の
み
な
ら
ず
金
融
機

関
の
評
判
リ
ス
ク
や
経
営
リ
ス
ク
に

ま
で
踏
み
込
ん
だ
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
取
引
時
の
確
認
態
勢
や
疑
わ
し

い
取
引
の
届
け
出
対
応
（
そ
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
含
む
）
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

と
く
に
地
銀
に
お
い
て
、
海
外
支

店
の
有
無
や
国
際
業
務
へ
の
関
与
と

は
関
係
な
く
、
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
に
よ

る
確
認
・
記
録
を
も
と
に
自
ら
リ
ス

ク
を
特
定
・
評
価
し
て
、
そ
れ
に
応

じ
た
顧
客
管
理
や
取
引
監
視
の
強
弱

を
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
等
、

対
応
の
ハ
ー
ド
ル
が
か
な
り
上
が
っ

て
い
る
。
こ
の
点
は
、
足
も
と
で
対

応
の
必
要
が
あ
る
た
め
短
期
的
な
コ

ス
ト
増
加
要
因
と
な
る
。

3
人
材
の
高
齢
化
に
よ
る
事
業
継
続

性
の
問
題

　

外
為
業
務
の
最
大
の
資
産
と
も
い

う
べ
き
人
材
不
足
が
顕
在
化
し
つ
つ

あ
る
。
地
銀
で
は
過
去
に
外
為
業
務

を
経
験
し
た
世
代
の
絶
対
数
が
多
く

な
い
う
え
、
配
置
転
換
さ
れ
そ
の
人

材
も
残
り
５
年
前
後
で
定
年
を
控
え

て
い
る
年
代
が
多
い
。
今
後
、
外
為

人
材
の
育
成
と
若
手
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

継
承
の
た
め
に
要
す
る
期
間
を
見
込

め
ば
、
人
材
不
足
の
解
消
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
ま
で
き
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る 

外
為
業
務
の
再
設
計

　

こ
れ
ら
三
つ
の
課
題
を
ふ
ま
え
る

と
、
地
銀
外
為
業
務
は
縮
小
均
衡
路

線
ど
こ
ろ
か
業
務
を
維
持
す
る
こ
と

自
体
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
ど

う
や
っ
て
看
板
を
維
持
す
る
か
で
は

な
く
、「
撤
退
す
る
か
」「
成
長
す
る

か
」
の
二
者
択
一
の
状
況
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
成
長
路

線
で
前
向
き
な
選
択
を
す
る
に
し
て

も
、
外
部
委
託
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

は
も
は
や
限
界
に
き
て
お
り
、
自
ら

〔図表２〕 主要収益に占める外国為替売買益の割合
（単位　百万円）

全国銀行（117） 都市銀行（６） 地方銀行（64）

当期計数 構成比 11年度比較 当期計数 構成比 11年度比較 当期計数 構成比 11年度比較

貸出金利息 7,031,662 45.5％ ▲137,918 3,137,683 39.6％ 28,563 2,590,488 57.1％ ▲114,290

受入為替手数料 679,707 4.4％ ▲5,371 410,528 5.2％ ▲918 213,705 4.7％ ▲2,521

外国為替売買益 331,278 2.1％ 114,327 289,020 3.6％ 117,240 26,512 0.6％ ▲7,036

（出所）　全銀協

〔図表３〕 外国為替売買益の比較
（単位　百万円）

地銀 売買益（前年比） 構成比 都銀 売買益（前年比） 構成比
福岡 1,730（▲243） 0.9％ 三井住友 111,289（95,155） 5.2％
広島 1,662（▲463） 1.3％ 三菱東京UFJ 79,379（2,027） 2.8％
横浜 1,550（▲24） 0.6％ みずほ 47,905（28,021） 4.3％
東京都民 1,584（▲1,016） 3.4％ みずほコーポレート 34,504（▲20,529） 3.0％
千葉 1,447（▲32） 0.7％ りそな（注） 15,943（12,566） NA

合計 7,973（▲1,778） － 289,020（117,510） －
（注）　りそな銀行は、りそな銀行と埼玉りそな銀行の合算。
（出所）　全銀協
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リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
う
積
極
的
な
取

組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
描
け
な
い
限
り
、
そ
の
リ
ス
ク

を
と
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の

一
体
化
に
よ
っ
て
日
系
企
業
が
世
界

を
相
手
に
戦
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
流
れ
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
地

銀
は
顧
客
支
援
の
観
点
か
ら
、
い
ず

れ
海
外
戦
略
を
再
構
築
せ
ざ
る
を
え

ず
、
外
為
業
務
の
再
設
計
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
外
為
業
務
の
再
設
計
に
あ
た

っ
て
は
、
本
質
を
ふ
ま
え
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
外
為
業
務
は
顧
客
に

提
供
す
る
機
能
と
事
務
が
表
裏
一
体

と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
つ
ま

り
顧
客
は
価
格
面
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
地
銀
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
レ

地銀における外為業務の見直し

〔図表４〕 外為取扱高、 L/C期末残高の状況
都銀

外
国
為
替
取
扱
高

L
／
C
期
末
残
高（
注
）

L
／
C
期
末
残
高（
注
）

地銀（積極推進Ｇのみ）

6,0866,086 5,8585,858 6,7986,798 7,8867,886 7,7067,706

2,7492,749 3,1763,176
4,4904,490

5,4955,495 5,3415,3414,3794,379 2,4892,489
2,6662,666

2,7452,745
6767

3,1023,102
5353

4646
6060

7171

0

4,000

8,000

12,000

16,000

09 10 11 12 13 年

09 10 11 12 13 年

09/1 10/1 11/1 12/1 13/1 年/月

09 10 11 12 13 年

BTMU SMBC みずほC みずほ りそな

CAGR5.2％十億円 16,490

13,485

76,10476,104
127,006127,006 136,646136,646 168,117168,117

104,423104,423
36,08236,082

30,69030,690 40,99540,995
51,66451,664

32,79832,798

0

100,000

200,000

300,000

400,000

横浜 八十二 伊予 福岡 山陰合同 静岡
広島 沖縄 北陸 琉球 千葉 京都

CAGR5.0％
307,813307,813

252,933252,933

百万円

0

10,000

20,000

30,000

横浜 八十二 伊予 福岡 山陰合同 静岡
広島 沖縄 北陸 琉球 千葉 京都

CAGR ▲0.4％25,50825,508
百万円

1,4781,478 1,4891,489 1,5491,549 1,6111,611

675675 760760 904904 1,1411,141 1,5281,528312312 402402
669669

763763
840840

1919 2020
2424

2323
2020

0

2,000

4,000

BTMU（金額） SMBC（金額）
みずほコーポレート（金額） みずほ（金額）
りそな（金額）

CAGR12.5％十億円

4,0954,095
2,5562,556

外
国
為
替
取
扱
高

1,4801,480

25,05625,056

（注）　L/C期末残高の推移：複数年の推移をみることでトレンドを把握。
（出所）　各行ディスクロージャー資料
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ベ
ル
（
デ
ィ
ス
ク
レ
パ
ン
シ
ー
等
へ

の
対
応
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の
ア
ド
バ
イ

ス
能
力
、
法
制
度
面
に
明
る
い
こ
と

等
の
全
体
的
な
事
務
品
質
）
に
お
い

て
高
い
専
門
性
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
再
設
計
の
第
一
条
件
は
、

専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成
な
く

し
て
、
外
為
サ
ー
ビ
ス
は
成
立
し
な

い
点
で
あ
る
。

　

人
材
育
成
は
回
収
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
息
の
長
い
投
資
が
必
要
に
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
回
収
期
間
を
短

縮
す
る
に
は
、
育
成
さ
れ
る
人
材
に

た
く
さ
ん
の
ケ
ー
ス
を
経
験
さ
せ
る

こ
と
で
、
そ
の
経
験
値
を
再
利
用
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、

人
材
育
成
に
「
場
」
を
提
供
し
、
必

要
な
コ
ス
ト
を
賄
う
た
め
に
も
ま
ず

は
取
引
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
優
先
事
項
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
単
独
で
取
引
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

回
復
さ
せ
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。

バ
ン
カ
ー
ズ
・
バ
ン
ク 

と
い
う
選
択

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ア

メ
リ
カ
の
金
融
機
関
に
は
「
バ
ン
カ

ー
ズ
・
バ
ン
ク
」
と
い
う
業
態
が
あ

る
。

　

バ
ン
カ
ー
ズ
・
バ
ン
ク
は
、
お
も

に
Ｓ
＆
Ｌ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
ユ
ニ
オ
ン

な
ど
中
小
金
融
機
関
に
お
け
る
「
業

務
遂
行
上
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
規

模
の
利
益
を
確
保
し
に
く
い
業
務
」

に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

金
融
機
関
で
あ
る
。
図
表
５
は
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
バ
ン
カ
ー
ズ
・
バ
ン

ク
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
複
数
の
銀
行
が
共
同

出
資
す
る
経
営
形
態
で
、
小
規
模
な

が
ら
全
米
各
地
に
点
在
し
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
バ
ン
カ
ー
ズ
・
バ

ン
ク
の
設
立
・
活
用
は
、
地
銀
に
と

っ
て
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
コ
ス
ト
削
減
効
果

　

規
模
の
利
益
が
獲
得
し
に
く
い
業

務
を
共
同
化
す
る
こ
と
で
、
事
業
の

ブ
レ
ー
ク
イ
ー
ブ
ン
が
達
成
し
や
す

い
構
造
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
人
材
育
成
効
果

　

各
銀
行
か
ら
行
員
を
出
向
さ
せ
業

務
を
遂
行
す
る
ス
キ
ー
ム
と
す
れ
ば
、

ノ
ウ
ハ
ウ
は
出
資
す
る
銀
行
グ
ル
ー

プ
の
な
か
に
留
保
さ
れ
、
単
純
な
外

部
委
託
と
違
っ
て
一
方
的
に
外
部
流

出
す
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
、
取

引
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
で
担
当
者
が

こ
れ
ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
経
験

値
が
上
が
り
、
再
利
用
に
よ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
継
承
も
見
込
ま
れ
る
。

3
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

　

銀
行
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
銀
行

免
許
を
有
す
る
金
融
機
関
を
設
立
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
外
部
委
託
に

比
べ
て
、
よ
り
強
固
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

〔図表５〕 米国バンカーズ・バンクの概要
設立年 銀行名 資産（千ドル） 従業員数
1975 United Bankers' Bank 346,525 79
1980 Bankers' Bank of the West 388,047 41
1981 Bankers' Bank 302,300 80
1982 Texas Independent Bank 1,603,688 344
1983 Great Lakes Bankers Bank 43,189 10
1983 Independent Banker's Bank of Florida 373,050 93
1983 Atlantic Central Bankers Bank 408,583 57
1984 First National Banker's Bank 273,043 86
1985 Midwest Independent Bank 305,983 37
1986 The Bankers' Bank 2,075,580 318
1986 The Bankers Bank 170,665 38
1986 Independent Bankers' Bank 489,624 75
1987 Community Bankers' Bank 138,653 20
1988 The Bankers' Bank of Kentucky 52,256 29
1988 Banker's Bank of Kansas, NA 103,489 43
1990 Arkansas Bankers Bank 166,864 25
1997 Pacific Coast Bankers' Bank 484,957 44
1998 Bankers' Bank, Northeast 97,186 20
2000 Mississippi National Bankers Bank 118,938 9
2002 Nebraska Bankers' Bank 42,562 5
2004 Alabama Banker's Bank, NA 174,421 14

サービス事例（First National Banker's Bank）
● International Services　　海外送金、外国為替、L/C
● Investment Services　　中小金融機関向け金融商品の選定、口座管理、決済
● Lending Services　　利用金融機関向け貸付
● Municipal Portfolio Analytics　　ポートフォリオ分析ツール
● NetLink　　 口座情報確認／各種送金（ACH、Wire）／ FRB関連／  

OFAC対応／内部監査対応／セキュリティコントロール
● NetLink Exchange　　清算、決済機能
● Retirement Plan Services　　行員向けの退職年金サービス
● Third-Party Alliances　　住宅ローン、外為、保険等、第三者とのアライアンス
（出所） 　Vertical integration to avoid contracting with potential competitors 2011: 

Evidence from bankers' banks、First National Banker's Bankホームページ
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海
外
で
は
投
資
先
行
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
分
野
（
た
と
え
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
フ
ラ
へ
の
先
行
投
資
が
必
要
な

決
済
等
）
に
お
い
て
、
期
間
損
益
を

重
視
す
る
銀
行
経
営
と
な
じ
ま
な
い

こ
と
か
ら
分
社
化
や
共
同
出
資
に
よ

る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
設
立

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
日
本
で
は

今
後
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
っ

て
地
域
経
済
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
、

収
益
が
先
細
り
傾
向
と
な
る
こ
と
か

ら
、
地
銀
の
再
編
や
統
合
の
必
要
性

を
指
摘
す
る
声
は
多
い
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
人
口
減
少
が
速
い
地
域
に

お
い
て
２
０
２
０
年
代
、
遅
い
地
域

で
も
30
年
代
に
は
到
来
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
の
「
重
さ
」

は
当
事
者
に
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
預
金
や
貸
出
が

減
少
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
そ
れ
よ

り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
減
少
が
顕
在
化
す
る
外
為
を
含
む

そ
の
他
の
周
辺
業
務
は
、
着
実
に
経

営
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
業
務
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議

論
は
、
10
年
代
中
盤
に
差
し
か
か
っ

た
い
ま
、
早
急
に
着
手
す
べ
き
ア
ジ

ェ
ン
ダ
で
あ
ろ
う
。

（
注
）　

外
為
手
数
料
比
較
に
は
振
れ
が
あ

り
、
必
ず
し
も
外
為
業
務
全
体
の
収
益

動
向
を
的
確
に
表
わ
す
も
の
で
は
な
い

が
、
一
つ
の
目
安
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

地銀における外為業務の見直し

や
ま
が
み　

あ
き
ら

都
銀
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
を
経
て

米
国
会
計
事
務
所
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
部
門
に
入
所
。
外
資
系
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
経
営
研
究
所
。
05
年
金
融
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
、
12
年
か

ら
現
職
。
X
B
R
L 
J
a
p
a
n

理
事
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
長
、
金
融
庁
官

民
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
「
資
金
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
作
業
部
会
委

員
。
グ
ロ
ー
バ
ル
決
済
・
バ
ン
キ
ン

グ
・
資
産
運
用
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、

と
く
に
戦
略
的
な
意
思
決
定
を
支
援

す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
身
上
と

す
る
。

「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策

定
は
、
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が

る
」
―
―
。
過
去
、
わ
が
国
で
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
々

は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
を
人
々
に
勧
め
て
き
た
。

　

評
者
の
よ
う
に
お
客
さ
ま
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
を
支
援
す
る
立
場
の
人
間
と

し
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
企
業
価

値
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
実
感
を
も

っ
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、

「
そ
の
実
感
に
は
数
値
的
な
裏
付
け

が
あ
る
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
う
ま

い
答
え
が
な
か
っ
た
。

　

本
書
は
、
こ
の
質
問
に
対
し
て
、

統
計
学
的
な
手
法
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、
一
定
の
示
唆
を
導
き
出
し
た
研

究
が
書
籍
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
や
開
示
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
は
、
業
績
予
想
誤
差
が
小

さ
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

有
価
証
券
報
告
書
上
の
「
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
状
況
」
に
お
い

て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
に
加
え
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
実
行
で
き
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

の
結
び
つ
き
を
投
資
家
に
説
明
し
て

い
る
企
業
は
、
資
本
コ
ス
ト
が
よ
り

低
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
加
え

て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
開
示
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
株
価
が
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

上
場
企
業
に
は
、
投
資
家
の
み
な

ら
ず
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

対
し
て
、
財
務
情
報
だ
け
で
な
く
多

様
で
質
の
高
い
非
財
務
情
報
を
も
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
流
れ
の
な
か
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な

ど
リ
ス
ク
関
連
の
情
報
は
、
財
務
情

報
・
非
財
務
情
報
の
双
方
に
関
係
す

る
こ
と
か
ら
重
要
性
が
高
い
。
本
書

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
進
め
る
企
業

に
対
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
開

示
し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
だ
と
訴
え
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
開

示
に
よ
り
投
資
家
と
の
関
係
構
築
、

株
価
の
上
昇
、
資
本
コ
ス
ト
の
低
減

が
図
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る

本
書
に
は
、
強
く
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

 

（
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
安
全
文
化

グ
ル
ー
プ
主
任
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　

小
山
和
博
）

事業継続計画による
企業分析

野田健太郎　著／
中央経済社刊／
3,990円（税込）
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